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 高齢期の低栄養状態は、サルコペニア（筋力や骨格筋量

の減少）やフレイル（虚弱）を招くことが問題となっており、特

に地域在宅の独居高齢者においては、低栄養に陥らないよ

うな食生活への配慮と実践が求められている。また、低栄養

に陥らない方策を早急に広く地域在宅高齢者に向けて発信

していく必要がある。しかし、高齢期における抑うつや心配

事等の心の状態が、食欲低下等の望ましくない食行動をも

たらすことが指摘されている。したがって、食事や栄養指導

などの食支援に加えて、情緒的な心の支援も必要であると

考えられる。 

 そこで本研究は、後期高齢者の食習慣や生活習慣の状

況、食生活（食行動や食環境）状況および食生活に関連す

る心理的状況を明らかにする。また、老年学の知見を活かし

ながら前期高齢期から後期高齢期への加齢過程における

食行動や食環境の変化および心の変化の状況を、高齢者

自身はどのように認知しているかについて明らかにする。得

られた結果をもとに「食と心理的支援必要度チェックリスト」

を提案する。チェックリストの活用は後期高齢者の食生活改

善や低栄養防止に貢献できると考えられる。   
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